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あなたの声を市政・事業に反映させませんか

【資格】

　２０歳以上で市内に住んでいる人

　水道を使用している人

【定数】２０人

【任期】２年間

【内容】

　水道事業に関する意見や感想などを随時提出いただき

　　ます。

　モニター会議に出席していただきます。

　水道に関するアンケート調査用紙の配布や回収,その他

　　水道事業の調査に協力していただきます。

　路上漏水などを発見した際は、随時水道事業所に報告

　　していただきます。

【応募方法】

　住所氏名生年月日（年齢）電話番号を任意の様式

　に記入し、水道事業所水道管理課に提出するか、電話、郵

　送のいずれかでお申し込みください。

【応募締切】２月２６日（金）まで

【申し込み・問い合わせ】

　水道事業所水道管理課　経営管理係

　　〒９８７－０７０２　登米市登米町寺池目子待井３８１番地１

　　緯 ０２２０（５２）３３１３

　水道モニター　市政モニター

【資格】

　２０歳以上で市内に１年以上住んでいる人

　地方公共団体の職員でない人

　モニターの職務を積極的に履行できる人

【定数】２０人以内

【任期】１年間

【内容】

　市政に関する建設的な意見や要望などを随時提出して

　　いただきます。

　モニター会議に出席していただきます。

　市政に関するアンケートや調査表などに回答していた

　　だきます。

　市長から出席の要請がある会議などに出席していただ

　　きます。

【応募方法】

　住所氏名生年月日（年齢）電話番号を任意の様式

　に記入し、総務部市長公室広報広聴係に提出するか、電話、

　郵送のいずれかでお申し込みください。

【応募締切】２月２６日（金）まで

【申し込み・問い合わせ】

　総務部市長公室　広報広聴係

　　〒９８７－０５１１　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１

　　緯 ０２２０（２２）２０９０
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　市では、市政と水道事業に市民の皆さんの意見や要望を反映させ、住みよいまちづくりやサービスの向上を目指す

ために、市政モニターと水道モニターを募集します。
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催
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２
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３
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ク
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２
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２
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３
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３
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台
　

【
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１
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３
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南
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３
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（
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少
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ー
ル
新
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大
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催
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１
月
　
日
（
日
）

１０

　
■
会
　
場
　
東
和
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

　
第
１
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米
山
エ
ン
ゼ
ル
ス

　
第
２
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町
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ポ
少
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３
位
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会
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ュ
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ア

選
挙
制
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１
２
０
周
年

記
念
表
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■
開
催
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１
月
　
日
（
火
）

２６

　
■
会
　
場
　
仙
台
市
泉

　
　
　
　
　
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

【
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
】

　
武
藏
寛
（
登
米
）

11 Feb.2010

神火に今年の
安泰を祈る

佐沼どんと祭裸参り・
石越どんと祭と冬の花火

　
小
正
月
（
１
月
　
日
）
に
正
月

１４

飾
り
を
焼
き
、
燃
え
上
が
る
御
神

火
に
あ
た
る
こ
と
で
そ
の
年
の
無

病
息
災
、
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛

な
ど
を
祈
る
伝
統
神
事
「
ど
ん
と

祭
」
が
1
月
　
日
、
市
内
の
各
神

１４

社
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
迫
地
区
で
は
、
津
島
神
社
を
主

会
場
と
し
て
焚
き
上
げ
の
ほ
か
、

白
鉢
巻
き
に
白
サ
ラ
シ
を
巻
い
た

姿
で
御
神
火
を
目
指
し
て
参
拝
す

る
「
裸
参
り
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
越
地
区

で
は
、「
ど
ん
と
祭

と
冬
の
花
火
」
と
し

て
石
越
総
合
運
動
公

園
を
会
場
に
催
さ
れ
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

歌
謡
シ
ョ
ー
や
石
越

 金
  鶏
 太
鼓
の
披
露
、

き
ん
 け
い

大輪の花が冬の夜空を彩る【石越】 肌を刺す冷気のなか、御神火を目指す裸参り【迫】

心
新
た
に
安
全
・
安
心
を
誓
う

　
　
交
通
安
全
・
防
犯
指
導
隊
、
消
防
団
出
初
め
式

　
市
防
犯
指
導
隊
と
交
通
安
全
指

導
隊
の
平
成
　
年
出
初
め
式
が
１

２２

月
９
日
、
中
田
総
合
体
育
館
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心

確
保
の
た
め
、
日
々
活
動
し
て
い

る
市
内
各
地
区
の
防
犯
指
導
隊
員

　
人
、
交
通
安
全
指
導
隊
員
　
人

８１

８４

が
参
加
し
、
点
呼
や
服
装
点
検
、

市
長
告
辞
、
各
隊
長
か
ら
の
訓
示

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
隊
員
は
、
張
り
つ
め

た
雰
囲
気
の
中
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
登
米
市
」の
実
現
に
向
け
て
心
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
日
の
　
日
に
は
市
消

１０

防
団
出
初
め
式
が
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
で
実
施
さ
れ
、
９
支
団
の
団

員
や
市
関
係
者
ら
約
1
3
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
支
団
の
団
員
は
、
人
員
報
告

後
、
セ
ン
タ
ー
前
で
観
閲
行
進
を

実
施
。
佐
藤
支
団
長
（
中
田
）
の

指
揮
の
も
と
規
律
正
し
い
行
進
を

行
い
、
市
長
が
観
閲
し
ま
し
た
。消防団員による一斉放水訓練

市長観閲を受ける消防団員

　
市
長
は
告
辞
で
「
こ
れ
か
ら
の

消
防
団
活
動
は
、
災
害
に
直
接
対

処
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
災
害

対
応
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
救
助
隊
に
よ
る
消
防

救
急
救
助
訓
練
や
、
団
員
に
よ
る

ポ
ン
プ
車
で
の
一
斉
放
水
お
よ
び

中
継
送
水
訓
練
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

各
隊
・
団
員
の
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た

動
作
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

交通指導隊員一人一人の服装を点検する市長

縁
起
福
も
ち
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
祭
り
の
目
玉
で
あ
る
打

ち
上
げ
花
火
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

願
い
が
込
め
ら
れ
た
約
1
0
0
0

発
の
花
火
が
澄
み
き
っ
た
夜
空
に

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
地
元
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
る
両
祭
り
に
は
、
多
く
の
人
が

訪
れ
、
御
神
火
に
向
か
っ
て
家
族

の
今
年
一
年
の
安
全
や
健
康
を
祈

願
し
て
い
ま
し
た
。


